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田口文夫教授 履歴・業績
［履 歴］
1949年3月24日 宮城県登米郡（現・登米市）米山町に生まれる
専攻：民法（財産法）
[学歴・職歴]
1967年3月 宮城県立佐沼高等学校卒業
1967年4月 専修大学法学部法律学科入学（特別奨学生）
1971年3月 専修大学法学部法律学科卒業
1971年4月 専修大学大学院法学研究科修士課程入学（特別奨学生）
1973年3月 専修大学大学院法学研究科修士課程修了
1973年4月 専修大学大学院法学研究科博士課程入学（特別奨学生）
1977年3月 専修大学大学院法学研究科博士課程単位取得退学
1977年4月 専修大学法学部助手
1981年4月 専修大学法学部専任講師
1985年4月 専修大学法学部助教授
1986年8月 相馬学術奨励基金による在外研究員（西ドイツ(当時)ゲッチ
ンゲン大学（～1987年8月）
1989年4月 国士舘大学法学部非常勤講師（～2010年3月）
1995年4月 中央商科短期大学非常勤講師
2000年9月 信州大学経済学部非常勤講師
2007年4月 専修大学法学部教授（現在に至る）
2008年10月 日本私法学会理事（～2010年10月）
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2013年7月 専修大学法学研究所所長（～2015年6月）
[所属学会]
日本私法学会・比較法学会（1977年～現在）
［業 績］
[著書]
≪共著≫
川井健・西原道雄編『逐条判例民法』（法学書院，1988年10月)─｢第4編
親族・第4章 親権（818条～837条）」（304～313頁）を執筆
田口ほか著『講説民法（総則）』（不磨書房，1998年4月)─｢第11章 時効」
（201～236頁）を執筆
田口ほか著『講説民法（債券各論）』（不磨書房，1999年4月)─｢第5章
不当利得」（189～208頁），「第6章 不法行為」（252～352頁）を執筆
田口ほか著『講説民法（債券総論）』（不磨書房，2001年4月)─｢第10章
債権の消滅」（160～207頁）を執筆
田口ほか著『講説民法総則（新版）』（不磨書房，2003年5月)─｢第11章
時効」（201～236頁）を執筆
［論 文］
「共同不法行為理論の再検討─複合公害の私法的救済を中心に」（修士論
文），1973年3月
「共同不法行為の要件論に関する一考察」専修大学大学院紀要・経済と法
第7号，1-39頁，1976年3月
「共同不法行為の要件論に関する基礎的考察」専修法学論集第29号，
197-242頁，1979年3月
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「自動車事故と共同不法行為責任」専修法学論集第30号，63-96頁，1979年
10月
「共同不法行為の要件論とその再構成─ドイツ共同不法行為論との比較に
おいて─」専修法学論集第33号，135-210頁，1981年2月
「未成年者による加害行為と親権者の不法行為責任」専修法学論集第38号，
47-72頁，1983年9月
「不動産の無償利用契約と利用者の地位─親族間における利用関係を中心
に─」専修法学論集第40号，139-166頁，1984年10月
「借地更新料をめぐる問題点─約定更新料の不払の効果を中心に─」専修
大学法学研究所紀要11『民事法の諸問題Ⅳ』，83-121頁，1986年3月
「親の監督義務と責任をめぐる西ドイツ不法行為法の現状」専修法学論集
第49号，39-58頁，1989年2月
「不法行為に基づく損害賠償請求権と長期の期間制限㈠」専修大学法学研
究所紀要17『民事法の諸問題Ⅶ』，167-200頁，1992年3月
「不法行為に基づく損害賠償請求権と長期の期間制限㈡」専修法学論集第
58号，43-82頁，1993年3月
「公害・環境汚染に対する民事差止訴訟の動向と問題点」専修大学社会科
学研究所・社会科学研究叢書4『環境法の諸相─有害産業廃棄物問題
を手がかりに』1-88頁，2003年3月
「婚姻外男女関係の法的保護に関する一考察」専修法学論集第97号，47-81
頁，2006年7月
「『素因』の斟酌に関する基礎的考察─交通事故事例を中心に─」専修法学
論集第98号，43-90頁，2006年12月
「内縁準婚理論と『パートナー婚』─『パートナー婚解消訴訟』最高裁平成
16年判決を中心に─」専修大学現代文化研究会・現文研第85号，
79-90頁，2009年3月
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「過失ある診療行為と死亡との因果関係が肯定されない場合の慰謝料請求
権の成否」専修法学論集第116号，147-183頁，2012年11月
「責任能力者の加害行為と監督義務者の責任─認知症高齢者の事例を中心
に─」専修大学法学研究所紀要43『民事法の諸問題XV』，71-110頁，
2018年2月
［判例評釈］
「自賠責保険契約車両とひき逃げ（行方不明）車両による共同不法行為と
自賠法72条の保障請求権」専修法学論集第35号，131-142頁，1982年
3月
「無断転貸にもかかわらず賃貸借契約が解除できない場合にされた賃貸借
の合意解除と転借人の地位」専修法学論集第51号，271-289頁，1990
年3月
「『法的な見解の表明』『意見ないし論評の表明』と名誉毀損の成否」専修
法学論集第95号，199-207頁，2005年12月
「クラブ活動中の生徒への落雷被災事故と引率者兼監督である担当教諭の
注意義務等」専修法学論集第101号，123-134頁，2007年12月
「心神喪失者が起こした殺人事件と父親の監督義務」専修法学論集第104号，
155-174頁，2008年12月
「弁護士法58条1項に基づく懲戒請求が不法行為を構成する場合」専修法
科大学院・専修ロージャーナル№4，163-185頁，2009年1月
「建物の瑕疵による生命・身体または財産の侵害と当該建物の設計・施工
者等の不法行為責任」専修法学論集第106号，293-302頁，2009年7月
「共同暴走行為中の同乗者の死亡と『被害者側の過失』」専修法科大学院・
専修ロージャーナル№5，225-243頁，2010年1月
「身体障害者の航空機単独搭乗の拒否と航空会社の債務不履行責任」専修
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法学論集第110号，237-252頁，2010年12月
「労働契約上の安全配慮義務違反を理由とする損害賠償請求と弁護士費用」
専修法学論集第118号，89-113頁，2013年7月
「建物区分所有法6条1項の『共同の利益に反する行為』」専修法科大学
院・専修ロージャーナル№9，127-146頁，2013年12月
「異議をとどめないで指名債権譲渡の承諾をした債務者が，譲渡人に対抗
することができた事由をもって譲受人に対抗することができる場合」
専修法科大学院・専修ロージャーナル№12，277-292頁，2016年12月
「主債務者が反社会的勢力であることが判明した場合に信用保証協会が錯
誤無効を主張することの可否」「主債務者の反社会的勢力該当性につ
いての金融機関の調査義務と信用保証協会の免責」専修法科大学院・
専修ロージャーナル№13，79-100頁，2017年12月
［その他］
「物権行為について」河上記念財団（現みずほ学術振興財団）第12回懸賞
論文（法律・学生の部）第3席入選，1971年9月
「判例研究：家屋貸借人が内縁の夫であった者は賃借人の死後もひき続き
賃借家屋に居住できるか」大学院（修士課程）単位論文，1972年1月
「判例研究：不法行為による慰謝料請求権は相続の対象となるか」大学院
（修士課程）単位論文，1972年1月
「新刊書紹介・解説─団藤重光著『死刑廃止論・改訂版』」ニュース専修第
273号，1993年2月
「“生命の重み”と死刑制度」専修大学学生相談室報告第24号，2011年1月
「序──専修大学法学研究所の歩み」専修大学法学研究所紀要39『民事法
の諸問題XIV』，2014年3月
「序──科学がもたらす事故への対応と科学者の責務」専修大学法学研究
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所紀要40『刑事法の諸問題IX』，2015年2月
以上のほか，社会的活動として，郵政省電波研究所（現電気通信研究
所）の職員研修講座（1985～1986年）や横須賀市民大学講座（2002～2003
年）において，民法・財産法の講義を担当。
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